
「協力資金」
ご報告とお礼

火
災
で
11
人
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
た
。
事
故
後
の
報
道
に

よ
る
と
国
は
今
回
の
火
災
を

受
け
、
無
料
低
額
宿
泊
所
の

最
低
基
準
を
定
め
、
守
ら
な

い
施
設
に
は
改
善
命
令
を
出

す
方
針
と
の
こ
と
▼
こ
れ

ら
の
施
設
は
こ
れ
ま
で
国
が

カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
生
活
困

窮
者
の
受
け
皿
と
な
っ
て
お

り
、
規
制
の
強
化
だ
け
で
は

根
本
的
問
題
は
何
も
解
決
し

な
い
。
防
火
設
備
へ
の
助
成

や
社
会
福
祉
士
の
配
置
な
ど

も
含
め
、
生
活
困
窮
者
支
援

対
策
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

国
に
求
め
た
い
▼
日
頃
、
社

保
協
の
相
談
で
多
い
の
が
保

護
受
給
者
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
。

そ
の
相
談
者
の
多
く
は
、
高

齢
者
や
自
立
支
援
を
必
要
と

す
る
人
で
あ
る
。
優
し
い
言

葉
に
騙
さ
れ
た
り
、
病
気
に

よ
り
金
銭
管
理
が
出
来
な
い

な
ど
の
実
態
が
あ
る
。
我
々

の
介
入
時
点
で
社
会
的
支
援

の
限
界
を
感
じ
る
こ
と
も
多

い
が
、
行
政
と
も
協
力
し
な

が
ら
対
応
を
続
け
た
い
▼
社

保
協
前
事
務
局
長
の
太
田
秋

男
氏
が
昨
年
12
月
に
逝
去
さ

れ
た
。
生
前
、
太
田
氏
は
ど

ん
な
相
談
者
に
も
真
摯
に
向

き
合
い
信
頼
も
厚
く
、
救
わ

れ
た
人
は
数
多
い
。
心
よ
り

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
そ
の

志
を
受
け
つ
ぎ
活
動
を
引
き

継
い
で
い
き
た
い
（
広
）

　

繰
り
返
さ
れ
る

痛
ま
し
い
事
故
。

1
月
31
日
深
夜
、

札
幌
市
東
区
の
生

活
困
窮
者
支
援
共

同
住
宅
で
起
き
た

　

国
保
事
業
は
市
町
村
が
保

険
者
と
し
て
運
営
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
財
政
管
理
な
ど

の
主
た
る
運
営
が
都
道
府
県

に
移
管
さ
れ
、
保
険
料
徴
収

な
ど
の
実
務
を
市
町
村
が
担

う
形
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
慢
性
的
な
赤
字

を
抱
え
続
け
た
国
保
事
業

は
、
各
市
町
村
の
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
補
填
で
そ

の
財
政
を
支
え
、
保
険
料
の

軽
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

し
た
。
単
位
化
後
は
運
営
主

体
が
変
わ
る
た
め
、
各
市
町

村
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
補
填
が
原
則
廃
止
さ

れ
、
都
道
府
県
ご
と
に
高
い

水
準
で
の
保
険
料
の
統
一
化

が
進
む
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
で
集
め
た

国
保
料
は
都
道
府
県
が
決
め

た
納
付
額
を
完
納
す
る
こ
と

が
原
則
で
あ
る
た
め
、
国
保

料
の
徴
収
が
強
化
さ
れ
、
保

険
証
取
り
上
げ
や
財
産
の
差

し
押
さ
え
な
ど
厳
し
い
対
応

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
す
。
こ
の
補
填
の
多
く
が

保
険
料
値
上
げ
を
緩
和
す
る

た
め
に
使
わ
れ
て
き
た
た

め
、
補
填
解
消
に
よ
り
保
険

料
負
担
が
引
き
あ
が
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

国
保
料
負
担
増
に

対
策
取
っ
た
旭
川
市
の
例

　

旭
川
市
議
会
で
国
保
料
問

題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
日

本
共
産
党
の
真
嶋
隆
英
市
議

に
、
旭
川
市
の
国
保
情
勢
を

聞
き
ま
し
た
。

　
「
旭
川
市
は
昨
年
12
月
の

段
階
で
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
を
な
く
し
、
市
独
自

の
低
所
得
者
に
対
す
る
保
険

料
２
割
軽
減
の
制
度
な
ど
を

廃
止
し
て
、
保
険
料
が
引
き

あ
が
る
試
算
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
旭
川
市
の
国
保

加
入
者
の
割
合
が
高
い
、
低

所
得
者
の
保
険
料
が
大
き
く

負
担
増
と
な
る
内
容
で
し

た
。
切
実
な
市
民
運
動
と
議

会
で
の
論
戦
を
重
ね
た
結
果
、

旭
川
市
は
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
や
廃
止
を
予
定
し

て
い
た
制
度
を
継
続
す
る
な

ど
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
対

策
を
２
０
１
８
年
度
予
算
に

盛
り
込
み
ま
し
た
」
と
旭
川

市
で
の
国
保
料
に
係
る
こ
の

間
の
経
過
を
述
べ
ま
し
た
。

国
保
料
の
公
的
負
担
拡
大

は
重
要
課
題

　

さ
ら
に
真
嶋
議
員
は
、「
か

つ
て
国
保
加
入
者
は
自
営
業

や
農
林
水
産
業
の
方
が
主
で

し
た
が
、
現
在
は
年
金
生
活

者
や
非
正
規
雇
用
労
働
者
の

加
入
割
合
が
増
し
、
加
入
世

帯
の
平
均
所
得
は
下
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で

の
保
険
料
値
上
げ
は
生
活
に

直
結
す
る
大
き
な
問
題
で
あ

り
、
そ
も
そ
も
高
い
国
保
料

へ
の
公
的
負
担
を
増
や
す
べ

き
」
と
安
倍
政
治
に
よ
る
年

金
削
減
や
雇
用
問
題
を
背
景

と
し
た
国
保
加
入
者
の
職
業

構
造
の
変
化
と
所
得
の
減
少

を
挙
げ
、
社
会
保
障
を
充
実

さ
せ
る
政
策
へ
の
転
換
の
重

要
性
に
つ
い
て
言
及
し
ま
し

た
。

　
２
０
１
８
年
４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
の
都
道
府
県
単
位
化
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ

は
「
国
民
皆
保
険
の
維
持
」
の
名
の
下
に
２
０
１
５
年
５
月
に
成
立
し
た
、
国
民
に
広
く
負
担
を
求
め
る

医
療
保
険
改
革
法
案
に
基
づ
く
も
の
で
、
社
会
保
障
費
削
減
を
狙
う
安
倍
政
権
の
進
め
る
社
会
保
障
改
革

の
ひ
と
つ
で
す
。

都
道
府
県
単
位
化
で

保
険
料
が
値
上
げ
に

所
得
が
低
い
ほ
ど
大
き
な
影
響

生
活
を
直
撃
！

４
月
か
ら
の
国
保
料

資料 市町村国保の保険料と加入世帯の平均所得

低
所
得
者
が
多
い

の
に
高
負
担

年度 被保険者１人当たり
保険料（円）

加入世帯の
平均所得（円）

1995 ７万620 230万8000

2005 ８万352 168万7000

2010 ８万8578 145万1000

2015 ９万2124 139万6000

国保世帯主の職業別世帯構成割合（％）の変化 

※�上下両表とも、厚労省資料を基に作成した全日本民医連ＨＰ掲載資
料より抜粋して引用

農林水産業 自営業 被用者 無職その他

8.1 23.0 23.8 45.1

4.4 14.9 24.0 56.7

3.1 15.5 36.5 45.1

2.5 14.5 34.1 48.9

1995年度 

2005年度

2010年度

2015年度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　日頃から、道北勤医協の医療・介
護活動に対するご支援に心から感謝
申し上げます。
　さて、今年１月より各事業所の改
修や通常設備投資の目的債として募
集しておりました「協力資金」が２
月末日で目標の２億円に到達いたし
ました。ご協力いただいた友の会員
の皆様に心から感謝申し上げます。
　民医連綱領の理念と道北勤医協へ
の期待と受け止め、これからも困難
に寄り添う活動を地域住民の皆様と
力合わせて進めてまいります。
　重ねてのお願いではございます
が、満期の際も引き続き「協力資金」
の継続をお願いし、お礼の言葉とい
たします。

2018年３月１日
道北勤医協理事長　鈴木　和仁

北
海
道
の
動
向
は
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か

　

北
海
道
は
平
成
36
年
度
を

め
ど
に
道
内
市
町
村
の
保
険

料
統
一
化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
向
け
た
道
の
方

針
に
よ
り
、
各
市
町
村
で
は

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に

よ
る
赤
字
財
政
補
填
を
段
階

的
に
解
消
し
よ
う
と
し
て
い
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第503号道 北 の 医 療 (2)2018年３月１日

真剣に話を聞く参加者

ジ
に
渡
り
綴
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

松
崎
院
長
は
「
日
本
を
戦

争
の
道
に
決
定
的
に
引
き
ず

り
込
む
安
倍
首
相
の
改
憲
を

許
さ
な
い
た
め
に
、
で
き
る

こ
と
は
何
で
も
や
ろ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。

　

旭
川
北
医
院
の
松
崎
道
幸

院
長
は
、
大
学
の
同
級
生
や

年
賀
状
の
や
り
取
り
を
し
て

き
た
約
２
０
０
人
の
方
に
、

独
自
に
作
成
し
た
お
願
い
文

書
と
署
名
用
紙
を
送
り
、
協

力
を
求
め
ま
し
た
。
お
願
い

文
書
は
憲
法
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
思
い
が
４
ペ
ー

　

旭
川
冬
ま
つ
り
期

間
中
の
２
月
10
日
、

会
場
近
く
の
路
上
で

署
名
行
動
を
行
い
ま

し
た
。
一
条
通
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
部
の
若
手
職
員
を

中
心
に
10
人
が
参
加

し
、
冬
ま
つ
り
客
に
署
名
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

今
年
は
来
場
者
数
が
過
去

二
番
目
に
多
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
こ
の
日
も
大
勢
の
来

場
者
が
会
場
に
向
か
う
中
、

寒
さ
に
頬
を
赤
く
し
た
職
員

が
憲
法
９
条
を
守
る
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
署
名

を
訴
え
る
と
、
小
さ
な
子
供

連
れ
の
家
族
の
方
々
が
協
力

に
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

願
い
文
章
を
同
封
し
た
署
名

再
配
布
、
配
布
世
話
人
さ
ん

や
市
内
の
事
業
所
を
訪
問
す

る
な
ど
積
極
的
な
意
見
も
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
15
日
、
23
人
が
集
ま

り
開
催
さ
れ
た
第
３
回
友

の
会
代
表
者
会
議
で
は
議

事
の
中
で
、
各
友
の
会
で

の
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

３
０
０
０
万
人
署
名
」

を
広
げ
る
活
動
実
践
報

告
と
意
見
交
換
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

活
動
実
践
は
緑
が
丘

友
の
会
の
独
自
の
案
内

チ
ラ
シ
を
入
れ
た
署
名

配
布
と
回
収
活
動
、
永

山
南
友
の
会
の
院
所
と

協
力
し
た
風
除
室
行
動

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
、
署
名
の
お

　

２
月
17
日
、
永
き
に
わ
た
り
道
北
勤

医
協
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
今
年
度
末

で
定
年
退
職
を
迎
え
る
職
員
を
囲
み

「
満
職
を
祝
う
会
」
が
市
内
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
職
さ
れ
る
職
員
は
、
斉
藤
隆
さ
ん

（
旭
川
北
医
院
）、大
坊
紀
美
枝
さ
ん（
一

条
通
病
院
外
来
）、
竹
内
文
さ
ん
（
ケ

ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
）、
中
佐
藤
明
美

さ
ん
（
一
条
通
病
院
２
病
棟
）
の
４
名

で
す
。　

鈴
木
理
事
長
か
ら
感
謝
状
と

記
念
品
が
そ
れ
ぞ
れ
に
贈
呈
さ
れ
、
職

場
の
参
加
者
と
共
に
こ
れ
ま
で
の
奮
闘

を
ね
ぎ
ら
う
会
と
な
り
ま
し
た
。

る
と
い
っ
た
情
報
を
勤
医
協

に
伝
達
す
る
、
職
員
は
行
政

な
ど
と
の
つ
な
が
り
作
り
と

共
同
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
」
な
ど
具
体
的
役
割
を
述

べ
ま
し
た
。

る
」
観
点
で
多
く
の
団
体
な

ど
と
懇
談
を
持
つ
こ
と
が
大

切
と
説
明
。
職
員
と
友
の

会
が
協
同
し
て
進
め
る
ま
ち

づ
く
り
運
動
の
中
で
、「
友

の
会
は
困
っ
て
い
る
人
が
い

り
ま
し
た
。

　

平
間
さ
ん
は
稚
内

市
で
の
ま
ち
づ
く
り

の
実
践
に
ふ
れ
な
が

ら
、
ま
ち
を
つ
な
げ

る
キ
ー
マ
ン
を
見
つ

け
る
・
作
る
こ
と
、

「
住
民
を
幸
せ
に
す

様
々
な
連
携
と
協
力
で
医
療

と
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
る
経
験
か
ら
学
ぼ

う
と
、
宗
谷
医
院
ま
ち
づ
く

り
連
携
室
の
平
間
信
雄
さ
ん

を
招
い
て
学
習
会
を
開
き
、

職
員
と
友
の
会
役
員
が
集
ま

　

国
は
超
高
齢
社
会
に
向

け
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
本
当
の
意
味

で
の
「
誰
も
が
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
」
ま
ち
づ
く

り
が
地
域
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。　

　

そ
う
い
っ
た
ま
ち
づ
く
り

に
道
北
勤
医
協
と
友
の
会
も

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く

か
を
考
え
る
う
え
で
、
稚
内

市
で
行
政
や
医
療
機
関
、
学

校
関
係
者
、
民
間
企
業
な
ど

安
倍
９
条
改
憲

署
名
広
げ
る
取
り
組
み

住
民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
に
向
け
て

職
員
・
友
の
会
で
学
習
会
開
催

講
演
す
る
平
間
さ
ん

友
の
会
無
料
法
律

相
談
の
お
知
ら
せ

「満職を祝う会」
を開催

友
の
会
代
表
者
会
議
で

実
践
報
告
と
意
見
交
換

北
医
院
松
崎
院
長
は

２
０
０
人
に
呼
び
か
け

旭
川
冬
ま
つ
り
期
間
の

街
頭
署
名
行
動

NO!

進
め
よ
う
と
、
道
北
勤
医
協

は
昨
年
度
に
引
き
続
き
旭
川

　

就
学
援
助
世
帯
へ
の
無
料

低
額
診
療
の
周
知
を
さ
ら
に

市担当者に訴える久保田医師（写真左から２番目）

平成29年度旭川市子どもの実態調査（平成29年７月実施）速報より抜粋

就学援助を
受けている

過去１年間に受診した方がよいと思ったが受診
させなかった（できなかった）経験のある人

子ども 保護者自身
小２ 379人　18.2％ 352人　16.9％ 729人　35.0％
小５ 414人　20.2％ 384人　18.7％ 673人　32.8％
中２ 493人　24.0％ 426人　19.0％ 640人　31.2％
高２ 未調査 404人　19.0％ 579人　27.2％
合計 1286人　20.8％ 1566人　18.8％ 2621人　31.5％

北海道 18.9% 17.8% 33.3%
※調査対象11148世帯19782人　有効回答数14641人　の結果から

就
学
援
助
世
帯
の

受
療
権
守
る

旭
川
市
と
道
北
勤
医
協
が
懇
談

年
旭
川
市
で

行
っ
た
子
供

の
生
活
実
態

調
査
結
果

や
、
昨
年
１

年
の
一
条
通

病
院
で
の
実

態
や
利
用
者

か
ら
の
声
を

根
拠
に
、
さ

ら
に
無
料
低

額
診
療
制
度

ん
だ
話
は
な
か
な
か
で
き
な

い
が
、
あ
き
ら
か
に
経
済
的

問
題
で
受
診
中
断
し
て
い
る

患
者
も
見
受
け
ら
れ
る
。
相

談
所
な
ど
様
々
な
場
を
通
じ

て
周
知
し
て
頂
き
た
い
」
と

訴
え
ま
し
た
。

を
広
げ
、
浸
透
さ
せ
る
取
り

組
み
を
市
側
に
求
め
ま
し

た
。

　

懇
談
に
参
加
し
た
一
条
通

病
院
小
児
科
科
長
の
久
保
田

知
樹
医
師
は
「
診
療
現
場
で

は
経
済
的
問
題
な
ど
突
っ
込

市
教
育
委
員

会
と
の
二
度

目
の
懇
談
を

行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は

懇
談
を
経

て
、
市
側
が

全
児
童
世
帯

向
け
の
就
学

助
成
案
内
に

無
料
低
額
診

療
の
案
内
文

を
初
め
て
掲

載
し
、
一
定

の
前
進
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
回
は
昨

中佐藤さん、竹内さん（順に前列左から２、３番目）
斉藤さん、大坊さん（順に前列右から１、２番目）

2017年度
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みんなの
医療講座

シリーズ
◎
骨
密
度
っ
て
何
？

　

骨
に
存
在
す
る
ミ
ネ
ラ
ル

が
、
ど
の
程
度
あ
る
か
と
い

う
単
位
面
積
あ
た
り
の
骨
量

の
こ
と
を
い
い
、
骨
の
強
さ

を
表
し
ま
す
。

　

骨
密
度
が
ピ
ー
ク
に
達
す

る
時
期
に
は
個
人
差
が
あ

り
、男
性
で
25
～
30
歳
前
後
、

女
性
で
20
～
25
歳
前
後
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
女
性
に
お

い
て
は
更
年
期
と
と
も
に
閉

経
を
迎
え
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

が
減
少
し
て
い
き
、
骨
密
度

は
著
し
く
低
下
し
ま
す
。
骨

は
代
謝
に
よ
っ
て
毎
日
新
し

い
骨
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、

老
化
と
共
に
新
し
い
骨
を
つ

く
る
働
き
よ
り
も
骨
を
壊
す

働
き
の
方
が
強
く
な
り
、
骨

密
度
が
減
少
し
て
骨
粗
し
ょ

う
症
が
起
こ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
の
原
因
と

し
て
は
、
病
気
（
先
天
性
、

内
分
泌
性
、リ
ウ
マ
チ
な
ど
）

や
薬
剤
（
ス
テ
ロ
イ
ド
、
ワ

ー
フ
ァ
リ
ン
な
ど
）
に
よ
る

◎�

ど
ん
な
検
査
な
の
？

　

Ｘ
線
を
使
っ
た
Ｄ
Ｘ
Ａ
法

と
超
音
波
を
使
っ
た
Ｑ
Ｕ
Ｓ

法
等
が
あ
り
ま
す
が
、
当
院

で
は
精
度
の
高
い
Ｄ
Ｘ
Ａ
装

置
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
Ａ
（
デ
キ
サ
）
と

は
、
二
重
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｘ
線

吸
収
測
定
法（Dual-energy�

X-ray�Absorptiom
etry

）

の
こ
と
で
、
２
種
類
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
Ｘ
線
を
測
定
部
位

に
当
て
る
こ
と
に
よ
り
、
骨

成
分
を
他
の
組
織
と
区
別
し

て
測
定
す
る
方
法
で
す
。
腰

椎
と
左
大
腿
骨
で
測
定
す
る

の
が
一
般
的
で
、
検
査
時
間

は
お
よ
そ
10
分
程
度
で
す
。

検
査
料
金
は
、
１
割
負
担
の

方
で
４
５
０
円
、
３
割
負
担

の
方
で
１
３
５
０
円
で
す

（
※
検
査
の
み
の
料
金
）。

　

ま
た
、
以
下
に
該
当
す
る

方
は
検
査
が
出
来
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

・
20
歳
以
下
の
方　

・
妊
娠
中
の
方　

・�

安
静
に
寝
た
状
態
が
保
持

で
き
な
い
方　

・�

バ
リ
ウ
ム
検
査
後
７
日
以

内
の
方

・�

胃
カ
メ
ラ
、
造
影
Ｃ
Ｔ
検

査
直
後
の
方　

・�

手
術
に
よ
り
腰
椎
、
股
関

節
、
前
腕
に
金
属
を
入
れ

て
い
る
方
（
※
金
属
の
入

っ
て
い
な
い
部
位
の
み

の
測
定
と
な
り
ま
す
。）

◎�

一
条
通
病
院
で
骨
密
度
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う

検
診
可
能
日
時

月
～
土
曜　

９
時
～
16
時

（
土
曜
は
11
時
ま
で
）

検
診
の
流
れ

①
一
条
通
病
院
受
付

■
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�
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�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
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�
�
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�
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�
�
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�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
■
�
�
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�
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■
�
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�
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�
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■
�
�
■
�
�

■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��

一条通病院放射線科
技師長 中村　亮

骨密度検査について

■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��■��
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も
の
や
、
妊
娠
後
に
お
こ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

骨
密
度
を
大
幅
に
増
や
す

の
は
難
し
い
よ
う
で
す
が
、

僅
か
な
増
加
な
ら
見
込
め
な

い
こ
と
も
な
く
、
食
事
や
運

動
を
見
直
し
て
骨
密
度
の
減

少
を
日
常
的
に
予
防
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

◎�
骨
折
に
注
意
！
早
期
発

見・早
期
治
療
！

　

骨
粗
し
ょ
う
症
に
よ
る
骨

折
と
し
て
多
く
挙
げ
ら
れ
て

い
る
の
は
、
背
骨
や
太
も
も

きらり☆ナース
周囲の協力で

育児と仕事に奮闘中

久保田　美希
ながやま医院

　

１
９
９
４
年
に
入
職
し
、

一
条
通
病
院
の
病
棟・外
来
、

一
条
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
経
て
、

現
在
な
が
や
ま
医
院
外
来
で

勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

前
回
こ
の
き
ら
り
ナ
ー
ス

に
出
た
の
が
13
年
前
、
独
身

で
し
た
。
現
在
は
６
才
、
８

才
の
男
の
子
の
育
児
を
し
な

が
ら
夫
や
職
場
の
協
力
の

相
談
室
の
窓

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

に
よ
り
、
私
た
ち
の
生
活
は

大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し

た
。
店
ま
で
行
か
な
く
て
も

買
い
物
が
で
き
、
自
宅
で
待

タ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
聞
く
と
、

ど
ん
な
事
を
想
像
す
る
で
し

ょ
う
。
高
齢
者
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
る
方
自

体
少
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
ど
う
し
て
も
「
特
殊
詐

欺
の
被
害
に
遭
い
や
す
い
」

と
い
っ
た
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

も
決
済
が
で
き
る
た
め
金
銭

感
覚
が
麻
痺
し
や
す
く
、
有

料
サ
イ
ト
等
で
多
額
の
課
金

を
し
、
支
払
い
が
滞
る
事
や

多
重
債
務
に
陥
っ
て
し
ま
う

と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

　

過
去
に
少
年
少
女
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ト
ラ
ブ
ル
に

印
象
を
受
け
て
い
ま
す
。
憲

法
25
条
の
い
う
「
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」

の
中
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
も
含
ま
れ
る
よ
う
な
昨

今
、
私
た
ち
は
「
高
齢
者
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
関
係
」

に
つ
い
て
も
考
え
、
行
動
す

「
高
齢
者
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」

下
、
仕
事
を
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
妊
婦
の
頃
か
ら
知
っ

て
い
る
患
者
さ
ん
は
「
子
ど

も
大
き
く
な
っ
た
し
ょ
。
何

才
に
な
っ
た
？
」
と
聞
か
れ

ま
す
。
私
よ
り
沢
山
の
経
験

を
し
て
い
る
患
者
さ
ん
は
人

生
の
大
先
輩
。
子
育
て
や
人

生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

く
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
患
者
さ
ん
か
ら
様
々

な
お
話
を
伺
い
ま
す
。
出
身

地
や
仕
事
歴
、
趣
味
や
自
宅

薬
の
飲
み
方
や
療
養
方
法
を

一
緒
に
見
つ
け
て
い
く
支
援

を
し
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、

数
値
が
改
善
す
る
と
自
分
の

事
の
よ
う
に
嬉
し
く
な
り
ま

す
。
最
近
、「
な
が
や
ま
医

院
に
来
て
楽
し
か
っ
た
よ
。

病
院
な
の
に
楽
し
い
っ
て
お

か
し
い
け
ど
」
と
お
話
し
て

く
れ
た
患
者
さ
ん
が
い
ま
し

た
。
病
気
だ
け
で
は
な
く
、

心
も
元
気
に
な
れ
る
外
来
を

目
指
し
た
い
で
す
。

が
先
行
す
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
特
殊
詐
欺
で
は
「
架

空
請
求
」
が
多
く
、「
心
当

た
り
の
な
い
請
求
に
は
応
じ

な
い
よ
う
に
」
と
の
対
策

法
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
手
元
に
現
金
が
な
く
て

巻
き
込
ま
れ
て
問
題
と
な
り

対
策
も
練
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
高
齢
者
に
と
っ
て
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
適
切
な
利

用
方
法
や
危
険
性
が
伝
わ
り

き
っ
て
お
ら
ず
、
高
齢
者
の

ト
ラ
ブ
ル
に
関
し
て
は
ま
だ

手
つ
か
ず
の
状
態
だ
と
い
う

で
繋
が
っ
た
り
。
そ
し
て
今

後
は
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ

ィ
が
発
展
し
、
旅
行
等
の
非

現
実
的
な
場
面
を
体
験
す
る

な
ど
、
新
た
な
可
能
性
が
広

が
っ
て
い
く
事
と
思
い
ま

す
。

　

さ
て
、「
高
齢
者
と
イ
ン

っ
て
い
れ
ば
品
物

が
届
く
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
使
っ
て
自
分
の

情
報
を
発
信
し
た

り
、
共
通
の
話
題

る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

で
の
過
ご
し

方
等
々
…
。

毎
回
そ
の
よ

う
な
ち
ょ
っ

と
し
た
情
報

を
頭
に
イ
ン

プ
ッ
ト
し
な

が
ら
、
そ
の

方
に
合
っ
た

の
付
け
根
で
あ
る
大
腿
骨
頚

部
、
手
首
、
上
腕
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
中
で
も
大
腿
骨

頚
部
骨
折
は
高
齢
者
が
寝
た

き
り
に
な
り
や
す
い
原
因
の

一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
腿
骨
頚
部
は
、
体
幹
や
上

肢
を
支
え
る
大
き
な
柱
の
役

割
を
担
っ
て
お
り
、
こ
こ
に

骨
折
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と

は
寝
た
き
り
に
な
る
大
き
な

要
因
と
な
り
ま
す
。
大
腿
骨

頚
部
骨
折
の
約
８
割
は
転
倒

に
よ
る
も
の
で
、
老
化
に
よ

る
筋
量
や
筋
力
の
低
下
が
主

な
原
因
で
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
治

療
の
目
的
は
、
骨
密

度
の
低
下
を
抑
え
、

骨
折
を
防
ぐ
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
薬
物
治

療
が
中
心
に
な
り
ま

す
が
、
食
事
療
法
や

運
動
療
法
も
並
行
し

て
行
い
、
骨
強
度
を

高
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

２
月
号
「
相
談
室
の
窓
」
の
訂
正

（
誤
）
東
光
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー　
　
五
十
嵐　
巨
森

（
正
）
道
北
勤
医
協
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー　
五
十
嵐　
巨
森

以
上
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
（
編
集
部
）。

②
問
診
票
記
入

③
骨
密
度
検
査

④
会
計

⑤
終
了（
後
日
、結
果
郵
送
）

料
　
金

一
般　
　
　

１
６
２
０
円

友
の
会
員　
　

５
０
０
円�

検
診
ご
希
望
の
方
は

　

予
約
不
要
で
す
。
可
能
日

時
に
病
院
受
付
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
友
の
会
に
ご
入
会

さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
そ

の
場
で
入
会
ご
希
望
の
方
は

受
付
で
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

道
北
勤
医
協
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

千
葉
　
裕
之

道 北 の 医 療第503号(3) 2018年３月１日



友の会
　だより
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(4)第503号2018年３月1日 道 北 の 医 療

クロスワードパズル 347
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ヨ
コ
の
か
ぎ
？

①
故
事・諺「
〇
〇
を
守
る
」。

③
贈
答
品
に
か
け
る
〇
〇
紙
。

⑤
冬
ご
も
り
の
虫
が
地
中
か

ら
は
い
出
る
頃
。

⑥
あ
わ
〇
〇
。
〇
〇
晒
し
。

⑦
地
球
上
の
お
よ
そ
３
割
は

〇
〇
地
。

⑨『
凭
れ
』
の
読
み
方
。

⑩
〇
〇
〇
を
閉
ざ
す
。
〇
〇

〇
を
開
く
。

⑫
〇
〇
〇
〇
を
活
か
す
全

国
統
一
署
名
に
ご
協
力

を
！

�

タ
テ
の
か
ぎ
？

①
四
字
熟
語「
〇
〇
廉
潔
白
」。

②
ど
ろ
く
さ
い
こ
と
。

④
〇
〇
○
〇
ト
ン
ボ
。

⑤
羊
・
ラ
ク
ダ
な
ど
動
物
の

毛
で
作
っ
た
糸
で
織
る

織
物
。

⑥
寝
床
を
温
め
る
も
の
。

⑧
〇
〇
製
。
〇
〇
子
。

⑪
ば
か
に
す
る
こ
と
。
〇
〇

に
す
る
。

＝
応
募
方
法
＝

　

２
重
マ
ス
の
字
を
く
み
あ

わ
せ
て
、
あ
る
こ
と
ば
（
ヒ

ン
ト
参
照
）
を
つ
く
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

答
え
は
、
ハ
ガ
キ
か
、
各

院
所
に
あ
る
「
応
募
用
紙
」

に
、
お
名
前
、
住
所
を
記
入

の
う
え
応
募
く
だ
さ
い
。

　

Ｅ
メ
ー
ル
で
も
応
募
で
き

① ② ③ ④

⑤

⑥

⑦ ⑧ ⑨

⑩ ⑪

⑫

ま
す
（tom

onokai@
dohok

u-kinikyo.or.jp

）。

　

抽
選
で
20
人
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

◆
し
め
切
り
は
３
月
末
日
。

＝
あ
て
先
＝

　

郵
便
番
号
０
７
８
―
８
３

４
１　

旭
川
市
東
光
１
条
１

丁
目
１
番
10
号　

道
北
勤
医

協　

本
部　

社
保
組
織
部
。

　

１
月
号
の
答
え
は
「
ク
リ

キ
ン
ト
ン（
栗
き
ん
と
ん
）」。

応
募
総
数
は
１
８
１
通
（
ハ

ガ
キ
95
通・メ
ー
ル
35
通・応

募
用
紙
51
通
）。
２
０
人
の

方
が
当
選
し
ま
し
た
。

＝
当
選
者
＝
（
敬
称
略
）

　

荒
川
恭
子
、
石
川
育
子
、

角
次
子
、
近
藤
幸
雄
、
川
田

こ
の
み
、
川
村
和
恵
、
鈴
木

麗
子
、
竹
下
京
子
、
中
坂
静

子
、藪
和
子（
以
上
旭
川
市
）、

小
池
浩
美
（
士
別
市
）、
下

田
ひ
と
み
（
剣
淵
町
）
山
下

理
奈
（
当
麻
町
）、
松
澤
佐

美
子（
東
川
町
）、太
田
悦
子
、

加
賀
一
枝
、
西
田
智
信
、
松

本
豊
、
渡
部
美
栄
子
（
以
上

稚
内
市
）、佐
藤
稔（
札
幌
市
）

女の子の健やかな
成長を願いましょう

ヒ
ン
ト

ユズリハ
オカブ ヤキ
バリ ナリ
ン エナメル
オキク ロ

キン サトウ

クロスワードパズル１月号解答

労働組合運動を
長く推進

近文友の会　秋葉　恵さん

「道北の医療」

宅配しています
シ
リ
ー
ズ
◯114

　

古
く
か
ら
の
友
の
会
員

で
、
現
在
は
居
住
地
域
の
近

文
友
の
会
役
員
と
し
て
活
動

し
、「
道
北
の
医
療
」
は
近

文
地
域
の
３
コ
ー
ス
を
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

鷹
栖
町
で
生
ま
れ
、
５
歳

時
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
比
布

で
過
ご
し
ま
し
た
。
高
校
を

っ
た
そ
う
で
す
が
、
権
利
を

守
る
こ
と
と
同
時
に
「
労
働

組
合
を
無
く
さ
な
い
」
こ
と

に
も
注
力
し
た
そ
う
で
す
。

そ
の
経
験
を
語
る
秋
葉
さ
ん

の
言
葉
か
ら
は
、
権
利
を
守

る
た
め
の
仲
間
づ
く
り
を
継

続
し
て
き
た
重
み
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

歩
け
る
あ
り
が
た
さ
感
じ

旭
川
市　
寺
島
　
洋
子
さ
ん

　

昨
年
末
よ
り
足
腰
の
痛
み

に
み
ま
わ
れ
、
改
善
に
向
け

良
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
い

ろ
い
ろ
施
行
し
て
い
ま
す
。

二
本
の
足
で
歩
け
る
こ
と
が

当
た
り
前
で
は
な
く
、
と
て

も
あ
り
が
た
い
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
ど

う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

通
院
の
無
料
送
迎
を
利
用

旭
川
市　
森
定
　
守
さ
ん

　

昨
年
暮
れ
か
ら
通
院
に
無

卒
業
後
、
旭
川
市
内
の
一
般

企
業
に
入
社
し
、
営
業
を
は

じ
め
、
様
々
な
業
務
に
従
事

し
ま
し
た
。

　

勤
め
て
い
た
会
社
で
は
業

務
と
併
せ
て
労
働
組
合
運
動

の
中
心
を
担
い
、
30
年
に
渡

り
、
職
場
の
仲
間
を
ま
と
め

ま
し
た
。
運
動
を
通
じ
て
道

北
勤
医
協
労
働
組
合
と
も
つ

な
が
り
が
あ
り
、
協
力
関
係

を
築
い
て
い
ま
し
た
。

　

振
り
返
る
と
組
合
運
動
で

は
様
々
な
困
難
や
苦
労
が
あ

東
川
友
の
会

料
送
迎
を
利
用
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
多
雪
の
中
な

の
で
勤
医
協
の
福
祉
を
と
て

も
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

加
熱
式
タ
バ
コ
も
害
あ
り

旭
川
市　
小
野
田
麻
衣
子
さ
ん

　

先
日
、
加
熱
式
タ
バ
コ
を

使
用
さ
れ
て
い
る
方
と
同
席

す
る
事
が
あ
り
、
持
病
の
関

係
で
「
タ
バ
コ
の
煙
が
苦
手

だ
」
と
伝
え
る
と
「
加
熱
式

だ
か
ら
大
丈
夫
」
と
言
わ

れ
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
１
月
号
の
「
加
熱
式
タ

バ
コ
に
つ
い
て
」
の
医
療
講

座
が
参
考
に
な
っ
た
の
で
、

次
か
ら
は
害
が
あ
る
こ
と
を

伝
え
ら
れ
ま
す
。

読
者
の
み
な
さ
ま
へ

新
年
会
で

憲
法
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴

各診療所で新年会

　
本
紙
記
事
の
ご
感
想
や
ご
意

見
、
み
な
さ
ま
の
日
常
の
出
来

事
、
絵
手
紙
な
ど
の
ご
投
稿
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
の
ご
応
募
と
併
せ
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
方
に
は
図
書
カ
ー
ド
を

お
送
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
６
月
の
郵
便
料
金

改
定
に
伴
い
、
ハ
ガ
キ
料
金
が
52

円
か
ら
62
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

古
い
ハ
ガ
キ
を
使
用
さ
れ
る
場
合

は
ご
注
意
願
い
ま
す（
編
集
部
）。

▶
旭
川
市
　
加
賀
谷
洋
子
さ
ん

な
が
や
ま
医
院

旭
川
北
医
院

美
瑛
友
の
会
は
二
つ
の
取
り
組
み

下
宇
莫
別
福
寿
会
で

認
知
症
学
習

中
央
長
栄
会
で

ふ
ま
ね
っ
と

永
山
南
友
の
会
が

平
和
盆
踊
り
披
露

毎
年
恒
例
の

福
笑
い
ゲ
ー
ム

旭
川
医
院

場内に響く迫力の太鼓

各地での取り組み


